
申立人 在籍人数 役職者数

松本 １６人 １２人

石川 ３３人 ３０人

中村 ５１人 ４６人

２０００年時点での申立人らと
同期同学歴者の役職者数

東
芝
差
別
是
正
争
議
の
中
央
労
働
委

員
会
で
の
審
問
は
、
二
月
五
日
に
終
了

し
ま
す
。
早
期
解
決
に
向
け
労
使
の
主

な
主
張
を
整
理
し
ま
す
。

会
社
は
前
回
の
審
問
で
、
製
造
部
門

の
課
長
を
証
人
と
し
て
立
て
「
技
能
職

の
人
達
が
役
職
に
つ
く
の
は
非
常
に
ま

れ
な
こ
と
で
あ
り
、
申
立
人
ら
が
役
職

に
つ
け
な
い
の
は
、
役
職
任
命
基
準
に

適
合
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
主

張
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
会
社
の
人
事
制
度
が
年

功
的
に
運
用
さ

れ
て
き
た
こ
と

は
、
本
社
人
事

部
門
の
堀
岡
証

人
か
ら
も
明
ら

か
で
す
。

実
態
調
査
結

果
を
示
し
た
下

の
表
の
よ
う
に

申
立
人
ら
の
同

期
同
学
歴
者
の

ほ
と
ん
ど
は
役
職
に
つ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
申
立
人
ら
の
仕
事
ぶ
り
は
直

属
の
上
司
も
認
め
、
申
立
人
の
上
司
は
、

「
資
格
や
職
務
給
等
級
の
昇
給
申
請
を

お
こ
な
っ
て
も
、
勤
労
課
の
指
示
で
、

ダ
メ
だ
っ
た
」
と
申
立
人
ら
に
こ
ぼ
し

て
い
ま
す
。

東
芝
は
「
申
立
人
ら
が
会
社
の
門
前

や
最
寄
の
駅
で
配
布
し
た
ビ
ラ
は
、
政

党
名
を
つ
け
て
お
り
、
政
治
活
動
で
あ

る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

申
立
人
ら
が
配
布
し
た
ビ
ラ
は
、

「
春
闘
で
賃
上
げ
を
、
サ
ー
ビ
ス
残

業
な
く
そ
う
」
「
作
業
服
を
支
給
せ

よ
」
「
早
期
退
職
の
強
要
は
や
め
よ
！
」

な
ど
、
職
場
の
労
働
者
の
切
実
な
要

求
の
実
現
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
り

労
働
組
合
活
動
で
あ
る
と
、
最
高
裁

の
判
例
で
も
認
め
て
い
ま
す
。

東
芝
本
社
勤
労
部
が
作
成
し
た

「
問
題
者
」
リ
ス
ト
に
は
五
百
人
の

人
達
の
名
前
が
の
っ
て
い
ま
す
。

東
芝
の
職
場
を
明
る
く
す
る
会
に

結
集
す
る
申
立
人
を
は
じ
め
と
し
た

会
社
か
ら
差
別
を
受
け
て
き
た
人
達

は
、
会
社
に
対
し
て
差
別
の
是
正
と

償
い
を
求
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
要
求

申
立
人
及
び
申
立
外
の
現
職
の
人

達
へ
は
賃
金
・
資
格
・
退
職
金
ポ
イ

ン
ト
を
是
正
し
、
役
職
に
登
用
す
る

こ
と
。
ま
た
、
是
正
を
受
け
て
退
職

し
た
人
達
に
差
別
の
償
い
を
さ
せ
、

組
合
活
動
や
思
想
信
条
に
よ
る
差
別

を
な
く
す
こ
と
。

全
面
一
括
解
決
を

是
正
と
償
い
を
求
め
る
人
達
は
、

全
国
に
い
ま
す
。
神
奈
川
だ
け
で
な

く
、
東
京
の
青
梅
と
府
中
、
愛
知
県

や
三
重
県
に
も
い
ま
す
。

会
社
は
、
い
ま
ま
で
に
不
当
労
働

行
為
に
よ
っ

て
差
別
さ
れ

た
す
べ
て
の

人
た
ち
の
差

別
を
是
正
し

償
っ
て
早
期

解
決
す
べ
き

で
す
。

東芝差別争議 中労委で最終審問

東芝争議支援共闘会議・東芝の職場を明るくする会
〒210-0006 川崎市川崎区砂子2-11-20大幸ビル402川崎労連内
TEL 044-211-5164 FAX 044-2112411 2008年2月5日

2007.11.9浜松町駅→中労委デモ

東
芝
は
、
事
務
技
術
職
の
役
職

差
別
の
是
正
は
認
め
、

技
能
職
の
役
職
是
正
を
渋
る

東芝の職場を明るくする会 ホームページ

７０万アクセス突破！
検索のキーワードは 「東芝の職場」

東
芝
は
申
立
人
ら
の
活
動
は

組
合
活
動
で
は
な
く
て
、

政
治
活
動
で
あ
る
と
主
張

東
芝
は
、
在
職
者
と

退
職
者
の
差
別
是
正
と

償
い
を
決
断
せ
よ

東芝京浜事業所の実態調査結果



第２次神奈川県労委命令の要旨

一．東芝が、申立人らを「問題者」として排除し組合活動の弱体

化を意図して、差別扱いをしてきたのは、不当労働行為であ

る。

二．秘密組織「東芝扇会＝自己啓発の会」を活用した組合支配介

入は、不当労働行為である。

三、東芝は、申立人の賃金、資格、等級、役職の差別を是正する

こと（主務・作業長等の役職にあった者として扱うこと）。

四、東芝は、是正後の賃金・賞与の格差相当額に年率５分相当額

を加算して支払うこと。

五、東芝は、縦１ｍ、横1.5ｍの白紙に記載した謝罪文を本社と各

工場入口に掲示して他の従業員にも周知し、組合活動の自由

を具体的に保障すること。

東芝差別是正争議とは
①1988年 労働運動を強める東芝の会を結成

労働組合の強化、要求実現、差別是正に取組む

②1995年 東芝の職場を明るくする会を結成

第１次申立人１０名が神奈川地労委申立

全国１２工場の４５名･差別是正社長申し入れ

③2001年 第１次申立人が地労委で勝利命令

④2002年 青梅工場８名･差別是正本社申し入れ

⑤2003年 第２次申立人９名が、神奈川県労委申立

東京・神奈川６工場３０名･差別是正社長申し入れ

⑥2004年 第１次申立人が、中労委で勝利命令

⑦2005年 東芝争議支援共闘会議を結成

退職者５８名･早期全面一括解決社長申し入れ

中労委が東芝に命令履行を求め緊急命令申立

⑧2006年 第２次申立人が、県労委で勝利命令

申立人と職場の仲間９６名が解決要求書提出

⑨2007年 中労委で和解協議と再審査開始

差別の是正と償いを求め全面一括解決を要求

⑩2008年 中労委結審

東芝深谷工場の液晶開発技術者

重光さんに ご支援を

過労うつ病解雇裁判の傍聴を

同僚が２人も自殺に追い込まれた職場で、液晶製品の開発技術者として働

いていた重光由美さんは、過労死ラインをこえる長時間残業・過重労働を何ヶ

月も繰り返すなかで「うつ病」になってしまいました。 重光さんが、「過労うつ病・

労災」を熊谷労基署に申告したところ、東芝は不当にも解雇しました。その後、

熊谷労基署は会社の言い分だけを採用し、労災不支給の不当決定をしました。

労災不支給事件 （東京地裁 民事３６部）
２月１３日（水）１６時３０分～ 進行協議

不当解雇事件 （東京地裁６１９法廷）

３月２５日（火） １３時１０分～ 判決

東
芝
は
差
別
や
人
権
侵
害
を
や
め
よ

東
芝
は
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
せ

私が課長にマイナス査

定の理由を聞いたとこ

ろ、課長は左のメモを

書いて、「勤労が、思

想的に問題だと言うん

です」と説明。

（神奈川県労働委員会

での証言より）

（上司）あなたの査定は,勤労課がやっている。

私には、どうにもならないんです。


